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ういう意味で、国家のあり方の変化というものとボトムアップというものは実は関連があるという捉え方をしてお

きたいと思います。 

それから、もう尐し地域統合、あるいは、共同体、そしてそれを支えていく民主主義の概念、統合の必要性の概念

について、私はヒューマン・セキュリティーの理論を深める必要があると思います。我々はこういった形で議論、

概念を深める作業をやらなきゃいけないです。そして、それを学習し、教育の場に活かしていく。これはチャンタ

ナ先生も李起豪先生も、そして午前の青木先生も強調されました。私も強調したいと思います。 

 私はヒューマン・セキュリティーについて考えたとき、環境問題、自然破壊の問題、貧困の問題、人権の問題、

様々な問題が起こっておりますが、アジアが非常に複雑です。加害者であると同時にそれが被害者になっている構

造もあるし、発展と抑圧が同時に進行しているという状況もある。しかし、国家が果たしている役割を抜きにして、

民のレベルだけで問題が本当に解決できるのか。これは非常に現実的な問題であります。私は、環境問題について、

政府がしっかりそのことを認識し、専門家を育成し、環境対策のためのインフラを作っていくということに大きな

役割があると認識します。そして、政府をその方向性に向かせるために、この民の力の役割が非常に大きいと思い

ます。それが巧く相乗効果をもたらすことができるということは、いわばトップダウンとボットムアップのリンケ

ージだということだと思います。それをカットしてしまえば、限られた可能性しか出てこない、そういうことを現

実の問題として認識すべきだと思います。そして、そういうことが包括的に、理論的と同時にある種の影響力を持

って人々に訴えることが出来ることはまさにこの知識人の役割です。この二日間を通じて、改めて強く感じた次第

です。 

私の意見に対して「その考え方は甘い」とおっしゃる方もいますが、私は、実はここで話していることには自信が

なくて、学ぶことから私自身の頭でその議論を整理したいと思いながらこの二日間参加していました。そういう意

味で、もっと柔軟に考えていくつもりです。大変有意義な二日間でした。 

遠くからいらっしゃったお客様、そしてこのシンポジウムを実現可能にした裏方、そして同時通訳の方々にこの場

を借りて心より感謝したいと思います。そして、また次回の大会で会うことを期待しながら、本大会を終了させて

いただきたいと思います。 




